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乙の調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。
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L万分の占地質図書仁宇布 (網走一第 5 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師士居繁雄

同 酒勾純俊

北海道嘱託金山詰紡

同 太田昌秀

はしがき

この図幅説明書は，昭和 32 年 9 月から昭和 33 年 12 月にわたる，延 120 日間で行った野

外調査の結果を整理して，その概要を報告したものであるつ

野タト調査は，土居が仁宇布部落以南の地域，イキタライロンユエ川流域，砂金川流域，

オシトツ川流域， 2 号ノ沢流域および幌内川沿岸を担当し，酒勾が徳志別川流域を，金山

が千葉川流域およびブーレップ川流域を，太田が地域の西部rLI地と，東部の落船日!と 2 号

ノ沢とにはさまれた滝ノ沢，落船沢流域を，それぞれ分担した。なお，中央部の仁宇布部

落の周辺地域および仁宇布川上流流域の調査には，北海道立地下資源調査所地質鉱床課長

斎版昌之氏の援助をうけた勺また，化石の鑑定に北海道大学理学部地質学鉱物学教室，魚

住倍氏の労をわずらわした。

報告にはpるに先だち，調査に当って長助を賜わった斎藤昌之氏，魚住倍氏，現地でい

ろいろ援助を賜わった，雄武林務署職員および美j栗林務署職員の各位に，感謝のぷを去す

る。

I 位i;全身よび交通

この凶l幅のしめる地域は，北緯 44°30'~44ニ 40う東経 142つ 30'~142
0
45' の範囲である ο

行政的には，落船山(標高 525.2 m) から己/アツ v リ rll (標高 902 m) をとおり，黒岩

うたのif り

r!I(標高 796.2 m) をむすぷ稜線の北部は宗谷支庁の管轄で，徳志別川流域は歌登村に，音
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さくされていて，パスが運

行している。なお，東南部

の上幌内からイキタライロ

シニエ川lこ沿い，上幌内越

峠を経て，西部の仁宇布部

落に通ずる道路があるが，

利用度が低く，崩落してい

るところも数個所あり，橋 o 30KlR

も落ちていて，ほとんど利 第 1 図位置図

用されていない。さらに，上幌内部落からオ i/ トツ川に沿って，延長約 lOkm の林道が開

さくされている。このほか，各河川にそって，林産物運搬用の道路が開さくされているに

すぎない。

このように，この地域の交通は便利とはいえない。

現在，国鉄では，森林資源や地下資源の開発促進の目的をもち，美深町から仁宇布部落

を経て音標川にぬけ，オホーツク海岸にある枝幸町まで通ずる美幸線が計画され，すでに

測量を完了したといわれている。この鉄道が敷設されたならば，この地域の交通は面白を

一新し，奥地の開発も，一段と促進されるであろう。
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II 地形

このl丸幅地域を大まかにみると，つぎの 4 つの地JB区にわけることができる。

(1) 図幅の北東部の市標川流域，および南部のオ V トツ川上流流域 ， Vアヅシリ山から

標高 558.1 m につらなる山稜を中心とする地域をしめる，小さな起伏にとむ山地帯 c

(2) 図幅の東南部および北西部をしめ，起伏にはとむが，比較的平:t]J. t.;. Lf J]頁をとる山地

帯。

(3) 図幅の中央部および西部をしめ，山頂の平坦な山地 iiifc

(4) 各河川にそって発達している平坦地および山地， ~日'から平土 [1 地にうつる緩し】傾斜地。

(1)は，侵蝕作用がひじように進み，小さな起伏[ごとんだ地域であるごおもに，先白主

紀に属する日高層群，変成岩，これを員ぬく近入岩組，および;(1 1仮想からできている=そ

して， この地域内には鉱化'貯が矢口られている c

(2) は，新第三紀中新世から鮮新世に属する地悼と，同時期 jの火山岩類からでさており，

さらに，これらを第三紀~第凶紀の火山砕胤岩類がおおっている

(3) は，第四紀の火山活動の所産と号えられる熔岩流で広くおおわれている

(4) は，山地帯から平坦百にうつる緩い傾斜地で， rJJ 地の周辺部の崩壊によってもたら

された崖錐堆積物からなり，平坦面は河川によってもたらされた，河岸段丘堆積物および

現河!ぷ堆積物からできている。

水系の主なものは，北部地域では， ~客船山から vアツ ν り山を経て，黒岩山に連なる干支

線の北側に d号、を発して，ほぽ J有から北に流時をとる古標川のほか，西南から北東に流れて

図版 1 シアツシリ山~黒岩山をむすぶ山稜から南方の高広山山地を望む。

平垣な山頂は ， i召岳熔岩である。(斎藤昌之撮影)
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いる徳志別川がある。東部では，落船山からシアツシリ山にいたる山稜の東南側に源を発

し，北西から南東に流れるオシトツ川をはじめこれと並行する小河川がある，これらは，

西南から北東に流路をとる幌内川に合流している。さらに西部では，仁宇布附近で，周囲

の山地より流れてくる小河川を合し，北東から西南に流れている仁宇布川がある c

III 地質概説

この地域を構成している地質系統は，模式柱状図(第 2 図)に， しめしたようなもので

ある。

先白宝紀に属する日高層群は，乙の地域の基盤岩層で，北部の古標川およびフーレザプ

川流域，および，中央部から南部の雄式町と美深町とを境する山地に分布している c 粘以

岩と硬砂岩を主要な構成員としている。この日高層群を NW-SE の延長方向をもっ 2 つ

のはんれい岩体が貫ぬいて発達している。この辺入岩体のほか，古標川下流地域では，花

田岩の小岩体が変成岩の中 lこ近入している。さらに，この地層の中に輝線岩，勃岩がJ1t入

しており，理れい岩体を貫ぬいて半花白岩の岩脈が発達している。

現れい岩体や花自岩体の周辺部には変成帯が発達している。ブー ν ザプ]11から 1'11
0
標川の

中流にかけて発達している斑れい岩体の西側および岩体延長部の南側，花商岩14三の周辺部

などには，黒雲母ホノレンブェノレス帯が，斑れい岩体の東側には壬青石ホノレンブェノレス帯が，

それぞれ発達している。また中央の東南部でオシトツ川とイキタライロンニエ川とにはさ

まれた山地に露出している，斑れい岩体の両側には，黒雲母ホノレンブェノレス帯が発達して

L コる。

新第三紀層と同時期の火山岩類は，地域の北西部の徳志別川流域，仁宇布部落を中心と

する金地状低地，および地域の東南部のオシトツ川下流流域から砂金川下流流域にいたる

地域に分布している。このほか，モノホロナイゴシ沢やv ャマノレプネップ沢に沿っても露

出している。これらの岩層は，下位から砂金川層・ニクプ層・オ Lノトツ層および、火山岩類

に大別される。

砂金川層は，火山砕属物とプロピライト熔岩の互層からできている。オ ν トツ層で不整

合におおわれている。

ニワプ層は，仁宇布川の上流河岸に露出していて，泥宕と砂岩の互層からなり，棟岩の

薄層をともなっている。オシトツ層で不整合におおわれている。

オシトツ層は，岩質から熔結凝灰岩と上幌内越層とに分けられる。熔結凝灰岩は安山岩
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第 2 図仁宇イil地域模式柱状図

質惰桔凝灰岩で，上幌ドォ越国の下位に発達しているが.ところによっては，上院内越居の

下部にも央在しているコ上幌内越国は，凝りく質砂岩・凝灰質頁岩および陳岩の互同から構成

されており，疎岩が優勢である。なお，亜炭の;専層を央んでいる。

火山界類は，鮮新世の後半に行なわれた，ひじように旺盛な火山活動の所産であって，

火山砕屑物と熔岩流，および多くの岩脈によって特徴づけられている。その主なものは，

上幌内熔岩・ペンケオーシャン熔岩・滝ノ沢集塊岩・フーレップ熔岩である。岩質は，ほ

とんど普通輝石紫蘇石安山岩で，ぺシケオーシャシ熔岩だけが紫蘇輝石普通輝石安山岩で
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ある。

第四紀層は，地域に広く分布し，平坦な山地を構成している火山岩類，河川の沿岸に発

達している河段丘堆積物，山地から平坦地に移る周縁部に発達している崖錐堆積物，およ

び現河床堆積物にわけることができる。なお，前の 3 者は洪積世に属し，現河床堆積物は，

沖積世に属する。火山岩類は，中央部の i/ アツ i/ リ山周辺と，西部および西南部の平坦な

山地に広く分布している。河段丘堆積物は，高度から第 1 段丘堆積物および第 2 段丘堆積

物にわけられる。

IV 基盤岩類

このよ也域の基盤岩類は，地域の北部フーレヲプ]f[から音標川および同川支流流域，地域

の中央部のVアツ ν り山周辺部， r告ー部の i/アシリ山から，標高 558.1 ill の三角点を結ぶ尾

根の両側に，それぞれ発達している。

この基盤岩類は，造構造運動をうけて擾乱し，その構造は複雑である。これらの基盤岩

類は，先自主紀に属する日高層群，それから変成作用をうけた変成岩類，およびこれを貫

ぬく近入岩類に大きく分類される。

次に，これらについて説明を加える。

IV.! 日高層群

この地層は，図幅地域の東北部の音標川支流流域から落船の沢にかけての地域，および

南部のシア品/リ山から標高 558.1 ill の三角点にいたる尾根の両側に広く発達している。こ

のほか，ブーレヅプ川，同川支流にも露出している。

東北部の地域およびブーレザプ川流域では， N-S~N46ー E, 40ー W~NW の走向・傾

斜を示している。 1 部では N-S 性の軸をもっ傾立背斜構造をとり，背斜軸の西側では

60C~70° W，東側では 65° E の傾斜をそれぞれしめしている。また，南部の地域では，モ

ノポロナイゴ ν沢では N40ー_700 W , 40ー-...-60ーSW ，砂金川上流では N500__800 W, 600

~80° NE の走向・傾斜をとり，砂金川上流からモノホロナイゴν沢東側の山腹にぬける，

背斜構造を形成している。このように，音標川東部山地における日高層群の地質構造と，

南部の砂金川上流における日高層群の地質構造とはちがった性質をとっている。

この地層は，北部地域では，新第三紀中新世に属する地層を欠いて，鮮新世に属すると

考えられるオ ν トツ層とブーレザプ熔岩および第四紀更新世に属する沼岳熔岩で，不整合
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図版 2 A 市!斉群の微湾曲(斎藤昌之撮影〉

関係でおおわれているつ

また，南部地域では，北部地域と違い，新第三紀中新世に属する砂金川層をはじめ，鮮新

世に属するオシトツ層およびブーレップ熔岩で不整合におおわれている。このほか，イキ

タライロンニエJ[[と砂金川とにはさまれた山地では，輝禄岩およびび、功岩がこれを貫ぬいて

いる= その方方·f向句骨削'I山i

造構造遅重動才の影包響1をうけて， いちじるしく擾乱されており， 破砕帯が形成されている。

この破砕帯は，モノホロナイゴv沢下流でみられるように変質をうけて，緑色岩にかわっ

ている場合がある。おもに，黒色を呈する粘何岩と，暗灰色の硬砂岩との互層である。粘

料岩は，造構造運劃の影響で千枚岩質となっているところが多い。また，硬砂岩は， レシ

ズ;I)~に分離されて， !JR球決の集合体となっている c

IV.2 変成岩類

変成有類は，北部地域のブーレップ][[下流流域から 'l~O標川支流流域にわたる地域に発

達している斑れい岩体の両側，および、!有部地域でオ長/トツ川の上流からオ v トツ川とイキ

タライロンニエ川とにはさまれた山地に発達している珪れい岩休の両側に，それぞれ分布

している。
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変成岩類は，変成度が低く，しかも日高帯南部のような帯状分布はみられない。

この変成岩は，構成鉱物から黒雲母ホノレンブエノレスと，主青石ホノレシブエノレスとに区分

される。

これらのホルンプエノシスは，日高層群の黒色粘板岩，硬砂岩を源岩にしている。

IV.2.1 黒雲母ホルンフェルス

との岩石は，北部地域に発達する斑れい岩体の，北側と西側の地域，および南部の斑れ

い岩体の両側に，分布している。粘板岩の縞模様が保存されている低変成のものから，再

結品がすすみ，片麻状を示すものまである。しかし，全体を通じてみると，再結晶は不完全

で，黒雲母のブレイクがわずかにみられる岩石が多い。北部の斑れい岩体の西側附近や，

南部の斑れい岩体の周辺に発達しているホルンブェノレスは，ときには再結品がすすみ，モ

ヂイザク構造をあらわしているが，一般に堆積岩の構造をのこしている。なお，これらの

ホノレンフェルスは，わずかに黒雲母のブレイクが示されているだけで，斑れい岩体にむか

つて，変成度が高まるということはない。

図版 3 低変成黒雲母ホルンフェルス

x20 十ニコノレ

QZ; 石英 結晶がほとんどおこなわれず，わずかに黒雲母がみられる

のみである。
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図版 4 ピニ石化した革青 1i ホルンブエノレス

x20 ートニコノレ

Pn; ビニ石， ビニ正 11 ヒした革:青イ[がホルンフェルスのJ1会理に泊って配

列しているコ

北部の現れ)岩体の東側における，持断帯町、 b~ では，正件や誌 j尼石化がすすみ，また Jーを

イヒ作用もいちじるしくすすんでいて，石児の稿模様があらわれているつ斑れい岩体との接

触部~付近では，モデイザク溝造をとり，ミ'ほが配列して片 1えをあらわしている二この片

聞は，一般に斑れい忠 r4~ の延びの方向 tl: と斜交し，ほほ N 30J E , 70J

SE の走向・傾斜を

とる

間断伯;の東側(ま，庄昨作用や粘土化作用がいちじるしい 片えはみだれ，一定していな

~ ) ~

IV.2.2 董青石ホルンフェルス

この吉石:土，北部地域に発達する斑れい岩出の東側にだけ，分布している J その l隔は約

2km で， N20 コ E の方向i主をとっている。新鮮な圭青ノ仔を観察することは， ほとんどな

it)0 野斗で，わずかに区別されているだけであるつ

このホルンブェルスは，ほとんど，再結品の不完全なもので主江，~'

いる O このほか，十川白石がまれにみられる 3 しかし，不透明鉱物によって，ほとんど交代

されているつ
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IV.3 注入岩類

この図幅地域には，多くの近入岩類がみとめられる。これらの近入岩類の近入の方向性

については，地域的にある規則性がみとめられる。この規則性は，おもに，日高層群の構

造均i宝劃要素をよくあらわしているものといえる ο このため，おなじような岩質の岩石は

ほぼ同じ方向性の配列をしめしている。なお， J立入岩類には次のような種類がみられる。

(1) 輝緑岩

(2) 斑れい岩

角閃石斑れし 3岩

ノーライト

閃緑岩質斑れい岩

(3) 花筒岩

(4) 扮岩

(5) 半花出岩

lV.3.1 輝緑岩

輝総岩は，地域の北部で古標川の東側に発達する主育石ホノレンブェノシス帯に，岩脈群と

して近入している。また，地域の中央部でνアヅ長ノリ沢の上流にも露出している c このほ

か，砂金川の上流にもみられる。この輝緑岩は，まえにのべた 3 つの地域で，それぞれ近

入の方向性を異にしている。育標川の東方山地や77標川の上流沿岸では，この地域を走る

N-S性の走向をもっ勇断帯にそって N 20ー E~N 10c
E の近入方向を示している c 中央部

では，ブーレザプ熔岩や沼日熔岩におおわれているので，確かなことは不明であるが，ほ

ぼ N30コW-N45°W の走!珂をとっているらしい。また，南部の砂金川上流では， N40"W

の走向をしめしている。これらの走向のちがいは，基盤岩類の，地質構造のちがいを志味

しているものと考えられる c

緑色を呈する倣密な岩石で，変質して変輝緑岩質岩から角閃岩質岩のものまである。

この岩石を，顕微鋭下で観察すれば，つぎのとおりであるつ

オフテック構造を予定している変輝緑岩岩質の岩石から再結品がすすみ，角閃岩岩質の

ものまである c

一般に，斜長石の短柱状の結品を残し，脈状に角閃岩化したものが多い。有色鉱物は

繊維状を止する緑色角閃石で，陽起"1 i質の角閃石である。とくに再結晶の進んだ部分で

は，粒状の輝石ができて，グラノプラステッグ組織をあらわず部分がみられる c このほ

か，構成鉱物として斜長石・緑泥石などがみられるほか，わずかにチタン鉄鉱・炭酸塩
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鉱物がともなわれている。

図版 5 緑色岩化した輝緑岩

x20 十ニコル

ほとんどが緑色角閃石，緑泥石に変っている。

IV.3.2 斑れい岩

この地域の斑れい岩は，北部のブーレップJ[l下流流域から I守標川の西部山地にかけて発

達しているものと，南東部のオシトツ川上流からオシトヅ川とイキタライロンニエ川とに

はさまれた山地帯にかけて発達するものと， 2 つの岩体がある c 前者は，ブーレヴプ川下

流流域では， N40"W の伸長方向を示したものが， iJ 標川と右股川とにはさまれた山地で

は，岩体の 'r百も決くなり，ほぼ N-S 陀の近入方向にかわっている。しかし，後者は，オ

シトツ川上流でほぼ N-S 'l1J:の近入方向をしめしているものが，南部にゆくにしたがって，

岩体の幅も広くなり， N45ー W の近入方向にかわるつこのようにこの 2 つの近入岩体がし

めす近入の方向性は，南部と北部とでは，全く相反する対時的な性質をしめしている。こ

のようすは，まえにのべた輝紋岩の場合と全く同じ傾向である。

この斑れい岩体は，かんらん石斑れい岩から閃れ JZ 岩質斑れい岩まで，その岩質が変化す

るっこれらのはんれい岩類は，いずれも大型斜長石斑状変品ができて，酸性化が行われて

いる。とくにこの酸性化は，ノーライトから閃以岩質岩にいたる分化の過程でいちじるし

くあらわされていて，野外でも追跡することができる。なお，かんらん石斑れい岩は露出
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図版 6 かんらん石斑れい岩

x20 十ニコル

斜長石J;l ttt~ 変品を生じ，岩石の組織の変化があらわれている部分

01; かんらん石 Py; 輝石 PI; 斜長石

がとぎれているので，ほかの斑れい岩類との関係は明らかでない〔しかし，斜長石 E症状変

品やカミユノグ角閃石ができていることから，初期に形成されたものと推定される。

IV.3.2.1 かんらん石斑れい岩

この岩石は，音標川本流の岩体にみられ，岩体の西側の部分に発達している c 東側の本流

沿岸では，ひじように露出が悪く，かんらん石斑れい岩の露出はわず‘か 1 個所だけである。

!ヅ〈黒色粗粒な岩石で，風化面はこの岩石特有の凹凸面が発達している n 塊状で流理構造

はみられない c 風化面では，大型の斜長石斑 ;i天変!日 11 がみとめられ，並行配列をしているよ

うにみえるが，明らかではない c

この岩石を顕微鋭下で観察すればつぎのとおりである

構成鉱物は，斜長石・かんらん石および輝行類を主成分とし，副成分として輝石を交

代して生成した淡褐色ないし淡緑色の角閃石および黒雲母があるごこのほか，磁硫鉄鉱

や小量の炭酸塩鉱物がある。

これら斜長石・かんらん石および輝石類がオフテックに組み合し、，斑れい岩組織をし

めしている。さらに斜長石 J)E 状変品が形成されたので，斑れい岩組織は斑状組織状にかえ，
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岩石組織は不均質となっている。このほか，有色鉱物の角閃石化が多くみられ，とくに

大型斜長石斑状変晶と接する部分では， ミンプレグタイトあるいは櫛の歯状を呈する淡

緑色の角閃石毛f交代している c 各鉱物の粒度は不均一である。とくに，斜長石は，細粒

の粒状斜長石および長柱状斜長石を埋め，または内包する大型斑状変晶がある。粒状お

よび斑状の斜長石には累帯構造はみられない。しかし，長柱状斜長石にはその発達がい

ちじるしし勺 An 成介は粒状斜長 ，Ie-! An70-75~;;， 長柱状斜長石 An 75~;; 士， txt 状斜

長石 An45 ~;;-60 ガである c

かんらん石は他形を呈し，長柱状斜長石とオフテヅクに組み合っている。結晶の割目

や同辺部から蛇紋石化が行われている合 2V は(+;85 己~付 83 ニである。輝石類は紫蘇輝石
/¥

と透熔 fIで，前者が多い σ 紫蘇輝石 J工 2V =村80コ，透輝石は 2V=(+〆 55コ， ZC40 つであ

る r 黒雲母は，緑褐色で磁硫鉄鉱をともなうものが多く，とくにそれは淡褐色のカミン

グ角関石を交代したものにみられるコ

IV.3.2.2 ノーライト

この岩石は， I苛標川の下流沿いの岩体に発達しているほか，中ノ沢にも分布しているつ

主として，岩体の西側に多い c 灰黒色を呈する細粒から中粒の岩石で，有色鉱物，とく

に，黒豆母の並行配列による方向山がかすかにみられるとこの方向性は，岩体の延びの方 l~

図版 7 ノーライト ><20 十ニコル

ノーライトの細粒部

pi; 斜長石 Py; 輝石類
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図版 8 ノーライト x50 +ニコノレ

第 8 図の 50 倍に拡大した写真で PI; 斜長石 Hy; 紫蘇輝石 Do; 透輝石

斜長石斑状変品(右方)中に粒状の紫蘇輝石，斜長石が内包されている。

向である N300W とほぼ一致している。斜長石斑状変品が脈状または網目状に発達して

おり，閃緑岩質斑れい岩にかわっている。

この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

構成鉱物は，斜長石・紫蘇輝石・透輝石質輝石を主成分とし，副成分として，石英・

輝石類から交代生成した淡緑褐色角閃石・黒雲母および磁硫鉄鉱がみられる。石英は中

粒ないし組粒なノーライトにわずかにともなわれている。

細粒ノーライトは粒状組織をとり，中粒ノーライトはいわゆる斑れい岩組織を呈して

いる。なお，これらの構造に大型斜長石斑状変晶ができ，斑状組織状の構造をとる部分

があり，さらにこの斜長石斑状変晶が多く，粗粒化した岩石では他形粒状組織状をあら

わしている。

斜長石は，細粒部では粒状他形をとり，カルルスパッド双晶やアルバイト双晶をなし

ているものが多く，累帯構造はほとんどみられない。 An 成分は An 55::~ のものが多い。

中粒部では，柱状の斜長石が多い。緊片双品しているもののほか，累帯構造も発達して

いる。 An 成分は内部が An60 タム周縁部 An 55::~ である。斜長石斑状変品は，粒状斜

長石や，粒状の輝石類をふくんでいる。これらの接触部は，不明瞭な消光をする場合が

多い。ふくまれている輝石類はほとんど淡緑色角閃石あるいは黒雲母に交代されてい
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る。斑状変晶は，一般に汚渇されていて，不明瞭な消光や累帯構造が発達している c An

成分は内部で An55;: ，j，周縁部で An45;: ，jである。輝石類は，細粒部で粒状をとり，中粒

部では粒状輝石が集合してオフテック構造をしめしている。斜長石斑状変品と接する部

分では，櫛状の淡緑色角関石または，黒雲母に交代されている。紫蘇輝石 2V= 付60: ，
/¥

単斜輝石; 2V=(+)60 コ ZC=45°

IV.3.2.3 角関石斑れい岩

角 [1(j石斑れい岩は，斑れい岩体の西側のノーライトと，次にのべる東側の閃料岩質斑れ

い岩との中間に分布しているつまえにのべたノーライトとは漸移しているつまた，閃結岩

質岩に交代され，相粒になっている。細粒ないし中粒で，灰緑色を呈している。

この岩石を，顕微鋭下で観察すれば，つぎのようである。

主成分鉱物;主，緑色角閃イ i ・黒雲 n· %'1 長石で，副成分として緑泥引・磁硫鉄鉱・ )J;(

椴塩鉱物がみられるつこのほかレリッグとして輝石があるコオフティック構造で，微斑

れし、岩組織をとっているコノーライトと同じように大型斜長引斑状変品が形成されてい

て，部分的に斑状組織を示している。

斜長石 it，粒!主ーが不均一で，累惜構造が発達している~緑色角閃石は，針状または繊

維状の集合で，陽起Ti 質角閃 riであるでなお，この角閃イ i の中に輝石のレリッゲがみら

れる。

IV.3.2.4 閃緑岩質斑れい岩

北部の汗標川流域に分布している岩悼の東側および，南東部の岩体でも東側に発達して

いる。灰色ないし反黒色を呈する，中粒から杷粒なひじように粒皮の不均一な岩石である ι

なお中位の部分には，大型の斜長石斑状変品が形成されているが，これがいちじるしい部

分では， トナーノン質岩となっている

見云 :f手・大型斜長石の配タ IJ 万ρj がみられ， N40"W ・ 35" SW の走向・傾斜を示してい

るョこの岩体ののびや， 線構造の方向は，黒雲母ホノレシブヱ jレスの片理方向と斜交してい

るつ

この岩石を，顕微 }~'~-f で観察すれば，つぎのようである

主成分鉱物は，斜長石・石英・緑色角閃石・黒雲吋であるコまた，副!え鉱物として，

燐灰石・緑泥 li ・少日:の炭酸塩鉱物および不透明鉱物などがみられる

中粒から細粒部は，村:-伏の;f; '1 長石と角閃石とがオフティックに組合い，微以 l れい岩構

造をあらわしている。

判長石;土，中粒部の白石で;之，、!士 I'] jf3 ないし他形をとり，来 JI ・y.品をしているものが

多し~細粒の岩石で it ， 粒状斜長石の集合している部分は ， :J.'X. 品も単純で、，アルバイト

双品またはカルルスノくッド双品をしているつ大型斜長石Bl状変品 it ，不明瞭な消光をす

るものが多く，また，チェス盤状の構造をとっているものもある。粒状斜長石 An40;:'; ，

- 15-



図版 9 閃緑岩質斑れい岩

x20 十ニコノレ

PI; 斜長石 Qz; 石英 Hd; 角閃石 Bio; 黒雲母

斜長石には，角閃石とオフテッグに組合う柱状斜長石

と大型斑状の斜長石がみられる c

柱状斜長石 An65 )'，;，斜長1' 1斑状変品 An 60% (内部)および An 45'~ )',; (周持部)で

ある 3 石英は，波動消光や割目がし、ちじるしい。

緑色角閃石は，他形を呈し，品、褐色の黒雲舟に交代されているものが多し、。また櫛状

となり，緑泥石に置換されている。このほか，淡緑褐色を呈し，緊}十双品をしている角

閃石もある。黒雲母は，淡緑褐色を呈するものであるが，いちじるしく努聞が笥曲して

赤褐色のものもみられる。

IV.3.3 花筒岩 (Gr)

図幅地域の北部で，音標川の下流と中ノ沢の合流点(三段)の東部山地と西部山地に露

出している。ほぼ N-S 性の近入方向をとっている。幅 10m 前後の，侵白質中粒の岩石

で，ほぽ均質である σ

この岩石を，顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりであるつ

主成分鉱物;斜長石・石英・黒雲母

副成分鉱物;燐灰石・緑泥石・ジノレコン

ほぼ半白形粒状構造をしめしており，部分的に細位℃ある
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図版 10 花 尉 岩 ><20 十ニコル

PI; 斜長石 Qz; 石英 Bio; 黒雲母

斜長1-1は，累帯構造が発達し， カルノレスノミッド双品をしているものが多し h 大型の斑

状科長引がみられ，汚濁されているほか，害 [I 日がし、ちじるしく，累帯構造が顕著である

An 成分は，中心部で An 35~~，同特部で An 15% である c 石英は，比較的新鮮で，他

の鉱物の割日や結品の間を埋めている c 黒雲母は葉J\-状またはインターサータルに斜長

引と組合わさっているものもある c 葉J\- ~}~のものは，緑褐色で， t走者は赤褐色である

IV.3.4 I骨岩

扮岩は，地域の南部で，イキタライロンニエ川と，砂金川とにはさまれた山地に露出し

ている=その伸長方向はほぼ N-S 性をもち， 円高層群中(こ近入している小岩体であるつ

II吉灰色の紛密な岩石である c この岩石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

長柱状の斜長石は，はとんど曹長引化やソーシュール石化していると有色鉱物は，す

べて緑泥引にかわっている、 このほか剣山、半 f'j 形ないし融蝕形のイ i失がみられるて ま

た，少量ーの J} 解 ~i と絹雲 FJ ができている c

IV.3.5 半花商岩 CAp)

この岩ノ百は，オシトヅ川のと流に発達している，斑れい宕体を貫ぬいてi';;r J しているご

氏白色を呈し， ±鬼:;犬で黒雲母が肉限でみとめられる

この宕石を顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである

他形を呈する斜長石と石英からなる。これらはそザイック状の構造をとっている。斜
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長石は， ソーシューノレ石化が進み汚渇され，部分的に粒状にかわっているものもある c

このほか，カリ長石・白雲母・黒雲母などがある。

V 新第三紀層シよび同時期火山岩類

この地域に発達している新第三紀層は，下位から砂金川層・ニウプ層およびオ ν トツ層

にわけられる。このほか，乙の時期に噴出した火山岩類として，プロピライト熔岩・熔結

凝灰岩・上幌内熔岩・ペシケオーシャン熔岩・ブーレップ熔岩・滝ノ沢集塊岩があげられ

る c このほか，玄武岩質安山岩や一昔通輝石紫蘇輝石安山岩の岩脈類がある。つぎに，これ

らについて説明する。

V.I 砂金川層

この地層は，この地域の東南隅の幌内川の流域，同川支流のオ v トツ川下流からイキタ

ライロンニエ川下流流域，および砂金川の中流に発達しているっこのほか，ォ ν トツ川の

上流やイキタライロシユエ川上流にも分布している。

砂金川層は，つぎのような層序を， しめしている。

V.I.2 プロピライト熔岩

V.I.1 オロピリカイ凝灰岩層

V.I.1 オロピリカイ凝灰岩層 (Mt)

オロピリカイJ[!下流，幌内川の沿岸，オシトツ川の下流地域にかけて，分布している

このほか，砂金川の出流にも発達しているコ

この地層は，砂金川では，下位の先白主紀に寓する日高層群を，大きな不整合関係でお

おい，上位には，プロピライト熔岩が，整合にのっているつまた，オロピリカイ川下流で

は，オシトヅ層の上部である上幌内越層で不整合におおわれている σ 一般に ， Ji昌男面の発

達がわるく，走珂・傾斜は，ほとんど測定することができないっそれでも，砂金川では，

N100 E , 200
E，幌内川河岸では N 10)W , 16°E の走珂・傾斜をそれぞれとっているつこ

の地層の構成員ほ，おもに角棟凝只岩であるが，凝灰質集塊岩のところもある。灰対色な

いし晴氏減色を呈し，輝石安山岩質のものである。

凝灰質集塊岩 i:t，プロピライト化作用をうけた輝石安山岩の角燥のあいだを，粗しよ

うな同質の凝灰岩でうめたもので，角礁の量が多く，その大きさも fji 30em に達するよ

うなものまである。

角球凝灰岩~':t ，中量の角陳をふくむ粗しような凝灰岩である c ちょっとみると ， rfi 結
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凝灰岩を思わせるような外観のところもみられる。角礁の岩質は，凝灰質集塊岩と同じ

輝石安山岩質である c 基質の粗しような凝灰岩は，かく緑色をLJ:し，緑泥石化作用や炭酸

塩化作用をいちじるしくうけている c この凝灰岩を顕微鏡下で観察すれば，破砕}'\ーとし

て斜長石がふくまれており，新鮮なものと，いちじるしく変質したものとがある。この

ほか，少最の普通輝石の破片もみられるコガラスは緑泥石にかわっていて，方々に炭酸

塩鉱物ができているのがみられる。

V.l.2 プロピライト熔岩 CPr)

地域の東南部で，オシトツ川下流からイキタライロンニエ川下流にかけての地域と砂金

川中流流域，中央部でオ ν トツ川上流流域および，地域の北西|塙の徳志別川沿岸や同川支

流ぺンケカヨナイ沢の下流沿岸に，それぞれ分布している。地域の東南部では，まえにの

べたオロピリカイ凝!史岩層の上位に整合でのり，新第三紀鮮新世に属するオシトヅ層で不

整合におおわれている《中央部では，オロピリカイ凝灰岩層を欠除して，直接この熔岩が

不整合関係で基盤岩の上にのり，鮮新世に属するブーレップ情岩や第四紀反新世{こ属する

山岳地岩で，不整合におおわれているごまた， 地域の北西|唱では， この熔岩の山疋は，

何氾にも露出していないとしたがって，下位層とどのような関係にあるか不明である。上

位は鮮新世に属する滝ノ沢集塊岩，更新世に属するベンケカヨナイ沢集塊岩やj??店長-;t岩で

図版 11 プロビライト化作用のひじようによわ l 、輝石安山岩

x20 II ニコル

PI; 斜長石 Py; 輝石 Ch; 石基が緑泥行化作用をうけている部分

- 19-



不整合関係でおおわれている。

日音民緑色を呈する輝石安山岩といったようなものから，プロピライト化作用をうけて，

引く緑色を呈し，火山岩の構造がわずかにのこっている程度のものまであって，その変化

はいちじるしい。

これらの岩石を，顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである。

プロピライト化作用のひじように弱し、岩石; 少量の斜長石と，輝石の斑品をもっ輝

石安山岩である。斑晶の輝石はわずかに，緑泥石化作用をうけて，部分的に緑泥石にか

わっているにすぎない。

石基の斜長石は，わずかに汚濁しているていどで，みるべき変質は示されていない。

微細な柱状の斜長石の間l療をうめているガラスは，点紋状に緑泥石にかわっている σ ま

た，あるものでは，曹長石化が可成りすすんでいる場合もある。

ピロピライト化作用をうけて灰様色'を呈する岩石; 構成鉱物は，いちじるしく分解

されているが，原岩の構造は完全に残されている。したがって，斑晶の形態，石基の組

織は充分に残っている。斑品の斜長石や輝石ほ，割目や周辺にそって，緑泥石化されて

いる。石基の斜長石も多く緑泥石化しているほか，いちじるしく汚渇されている。分解

にともなって，微細な不規則な粒状の形態をとる鉄鉱が散在している ο

V.2 ニウプ層 (Ms)

この地層は，仁宇布地域の仁宇布川の上流，とくに同川支流の 27 線沢や 29 線沢， 25 線

から 31 線にいたる仁宇布川の右岸，および，上幌内越沢と，ホロナイゴシ沢との合流点か

ら約 500m 下流の段正崖の下部に露出している。オキ/トツ層と段丘堆積物および崖錐堆積

物でおおわれているほか，ほかの地層や火山岩類との直接の関係は，野外で観察できると

ころがないので不明である ο

この地層は，おもに暗灰色を呈する j尼岩，同色の砂岩および疎岩の互層から構成されて

l) る。

仁宇布部落の西方の仁宇布川の河岸では， N5ーE, 18ーW, 31 線附近では N 45乙 W，

15ーNE, 25 線附近では N 5ーE-N30ー W , 10ー_25ー W の走向・傾斜をそれぞれしめして

いる。

なお， 31 線附 j立に発達している泥岩の中からつぎのような化石を採集した。

Anadarasp.

Mactraezodensata(Kubota)

Venerupissp.

Myacunei/ormisB5hm
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これまでにのベた岩質と，この地層の中にふくまれている化石からみると，一応，新第

三紀中新世の末期に堆積したものと考えられるつしたがって，このニウプ層は，西南北海

道に広く発達している「八雲届」に，また，道北地方に広く発達している「稚内層」に，

相当するものと与えて，さしっかえないであろう。

V.3 オシトツ層

この地層は，この地域の東南部で，オシトヅ川中流からイキタライロンユエ川中流を経

て，砂金川 lこいたる地域に標式的に発達しているコこのほか，上 l幌内越沢，シャマ jレプネ

ザプ沢，ペンケオーシャンの沢下流，ナリの沢下流，ホロカペシケニウプ沢の中流沿岸，

31 線附;[[，仁宇イ jj の東南部の段丘崖および幌内越沢の北部の沢の沿岸 lこも，それぞれ露出

している。

この地域では，基盤岩である日高層群はいうまでもなく，中新世 lこ属する砂金川層を不

整合でおおい，新期の火山岩類や最新期の段丘堆積物および、店錐堆積物で不整合におおわ

れている。

なお，この地層ば岩質からと 1院内越居と，惰結凝灰岩とにわけられる c

V.3.1 上幌内越層 (Co)

この地層は，地域の「有部でそノホロナイゴシ沢に標式的に露出しているつこのほか，砂

金川の北部地域で，イキタヲイロンユエ川中流からオシトツ川中流にかけての地域，シャ

マノレプネザプ沢，仁?布部落の東南方にある段正崖，ペンケオーシャシの沢などにも発達

しているコ標式地では， N10 二 W ， 1O )~158 SW，または 18~ NE，オシトツ川支流の沢で

は， N50"~60) W , 18 コ~20ニ SW，または 30~ NE，ぺンケオーシャンの沢下流では N30乙

~65) W , 20コ NE または， 20)SW の走向・傾斜を，それぞれしめしている。

オシトツ川支流の沢では，熔品Jf凝!氏岩の上位に整合でのり，イキタライロンニエ川下流

では，思盤岩はいうまでもなく，砂金川層を不整合関係におおっているつなお，この地層

のド部には，この地層の下位にくる熔結凝りく岩と同じ岩質の熔結凝!火岩を実在しており，

地域によって，変化がある。

この地層の下部は，凝)必質砂、岩と凝り〈質頁岩の互!員が卓越しており，上部は，凝灰質砂

岩と疎岩の互層で代表される 3 この上部には厚さ 20 em 程!乏のE宍の薄!首を夷存.してい

る 3

凝り〈質砂岩は， II吉灰色を呈し，中社から粗粒なもので，経仔棟をふくんでいるほか，石

英位や斜長石破片にとんでいる。
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凝灰質頁岩は，陪灰色ないし暗灰青色を呈し，植物の炭化した破片をふくんでいる。

礁岩は，全体として黒味を帯びた陪灰色を呈している。礁は，ほとんど黒色粘板岩，

暗灰色硬砂岩の円礁である。基質は，凝灰質砂岩というよりも，むしろ粗粒な火山砂の

固まった砂岩といったものである。

V.3.2 熔結凝灰岩

この岩石は，ォー/トツ川下流，同川支流の沢，砂金川と，イキタライロシニエ川下流と

にはさまれた山地，幌内越沢の支流北部の沢， 31 線附近およびホロカペシケニウプ沢の中

流河岸にそれぞれ露出している。前の 2 者をのぞいては，熔結凝灰岩が，直接基盤岩また

は，ユウプ層の上位 lこ不整合でのっている。前の 2 者の地域では，上幌内越層の下部にも

央在している。

暗灰色を呈する，粗しような軽石疎をふくむ安山岩質熔結凝民岩である c

第四紀に属する熔結凝灰岩にみられるような，見事な柱状節児の発達はみとめられない。

との熔結凝灰岩を，顕微鏡下で観察すれば，つぎのとおりである。

捕獲岩J\'・軽石磯および斜長石の破片をふくむガラス質石基を主体とする。捕獲岩 )1

は，粘板岩・砂岩・斑れい岩質岩などが多く，不規則な形のものが多し、つまた，軽石礁

は，やや円味をおびているが，石質部との境は，明瞭な境をひくことができなし、。斜長

図版 12 熔結凝灰岩の露出

ニウプ 30 線(斎藤昌之撮:.::~ )
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図版 13 安山岩質熔結凝灰岩

PI; 斜長石 Pu; 軽石 Xe; 捕獲岩片

石 J之破片状のものが多く，ごく少量日形をとっていると一部のものは，斜長石の努聞に

そって，曹長石化しているものもある

石賀部 i工，細かし、ガラス片の集合体で，その一部は脱渋硝化作用をうけh て，緑泥石に

置換されている。

V.4 J-. 幌内熔岩 (HI)

この情岩は，モノホロナイゴシ沢の上流および， L/ ャマノレプネップ沢の上流に，それぞ

れ露出しているへまえにのべた，オ長ノトツ層を不整合でおおい，最新問の j日 I~: 熔岩でおお

われている

この熔岩は，日吉氏色を宝する前官堅悶な白石で，紫蘇輝石の大きな桔 i日が肉眼でみられ

る， I百通輝石紫低輝石安山岩である

この !ff 仔を，顕微 jii 下で観察すればっさのとおりである

Jll品: 判長正紫保輝石， Jf 通輝石

判長 1 i,:t, IIII予ないし、ド円形を日し，双f171 をしているものが多いミ累借構造は，ほと

んどみられなしη 紫蘇輝石ほ半日形のものが多く，淡緑色から淡黄色の多色性を示して

いる一ときには，粒状の普通輝石をふくんでし、るご普通輝石は半日形ないし粒状を呈し

ている
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図版 14 上幌内熔岩(普通輝石紫蘇輝石安山岩)

x20 II ニコノレ

PI; 斜長石 H; 紫蘇輝石 A; 普通輝石

石基は，長柱状の斜長石，粒状の普通輝石，ガラスからできている。カ、ラスは透明な

ガラスで，細い長柱状の斜長石のあいだを埋めているもので，量は少ない c

V.5 ペンケオーシャン熔岩 (01)

この熔岩は， 仁宇布部落の西南方約1. 5km のと乙ろにある， ドーム状の山地を構成し

ている。このほか，仁宇布川をはさんでその河岸にも露出している。

崖錐堆積物で，おおわれているほか，他の地層との関係は不明であるつ

暗灰緑色を呈する，粗しような紫蘇輝石普通輝石安山岩である。

この岩石を，顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである。

斑品: 斜長石>普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は，半白形ないし他形を旦し，双品や累帯構造の発達がし、ちじるしし、。昔通輝

石は，白形ないし半白形結晶で，淡禄色を呈して L、る。男聞や結晶の周緑にそって緑泥

石にかわっているものが多い。紫蘇輝石は，半日形を呈し，ほとんど多色性をしめさな

い。普通輝石と同じように，努聞や結晶の周縁部に去って緑泥石にかわっている。

石基は，ハイアロピリティック組織をしめし，微細な長柱状の斜長石と，粒状の輝石

類のあいだを，ガラスがうめている。 斑品の同辺のガラスは点紋状に縁泥石で置換され

ている。また， :r;基一面に，ジンアイ状の鉄鉱が散在している。
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以上，のべたような岩質と変質の度合から，第四紀の火山活劃によってもたらされたも

のではなく，新第三紀一鮮新世の所産と考えられる。

V.6 フーレツブ。熔岩 (51)

この熔岩は，区 l幅地域内では，あとからのべる沼町惰岩についで，広く分布している

図幅地域の酉 -'If:部で，仁?布川の各支流流域，ブーレヴプ川と同支流流域に分布してい

るほか，東部の滝ノ沢流域にも発達している。前者の地域では，この熔岩の上{~，:に滝ノ沢

集塊岩がのっているが，後:荷では，滝ノ沢集 J鬼岩と互層するような，上下関係をしめして

いる c 地域の中央地域では，滝ノ沢集塊岩はほとんど発達していない。このように野外に

おける資料からみると，このブーレザプ熔岩と，滝ノ沢集塊岩とは，上・下関係をしめす

ものではなく，同時異相の関係にあるものといえよう。

この情岩は，基盤岩類や新第三紀中新世と号えている砂金川層はいうまでもなく，オ v ト

ツ層，上幌内熔岩を不整合におおい，第四紀更新世に属する沼店情岩でおおわれている。

晴氏青色の机しような岩石で，斜長石の斑品がはっきりとみられる，出会通輝石紫蘇輝石

図版 15 フーレップ惰岩 (11- 通輝石紫蘇輝行安山岩)

x20 II ニコノレ

PI; 斜長石 H; 紫蘇輝石 A; 普通輝石
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安山岩である。

この岩石を，顕微鏡下で観祭すると，つぎのようである。

斑品: 斜長石ノ紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石は，臼形または半白形を註し，双品や累帯構造がし、ちじるし L、。紫蘇輝石は半

白形また他形を旦し，淡緑色から無色の多色性を示している。普通輝石は半白形または

他形をとり，双品が発達していて，淡緑色を呈している。

石基は，ハイアロピリティック組織をしめし，微細な短柱状斜長石と粒状の輝石類の

あいだをガラスがうめている。

V.7 滝ノ沢集塊岩 (Sag)

この集塊岩は，仁宇イ [j川の西部山地，仁宇布川下流の沿岸，徳吉別川の北部山地，同川

の南部山地，地域の東部で滝ノ沢流域，および仁宇布川下流沿岸にそれぞれ分布している。

前の 4 地域では，ほぽ，ブーレップ依岩の上位に発達しているが，後の 2 地域では，ブ

ーレップ熔岩として取扱った熔岩流と互層する c このように，地域によって産状を異にす

る。

おもに，普通輝石紫蘇輝石安山岩質の凝灰質集塊岩からなり，角牒凝灰岩や凝灰質砂岩

の薄層を実在している。

i炎氏褐色から濃褐色を呈する，角喋状構造をしめすひじように粗しような岩石である。

陳は普通輝石紫蘇輝石安山岩で，これらの礁のあいだをうめている基質は，氏褐色や濃褐

色を呈する粗粒な軽石質凝灰岩，または凝りく質砂岩である。

なお，普通輝石紫蘇輝石安山岩の礁は，まえにのべた，ブーレップ熔岩と全く同質のも

のである。

V.8 岩脈類

この凶幅の東部地域には， 2 種類の岩脈がみられる c この 2 種類の岩脈は，玄武岩質安

山岩の岩脈と，昔通輝石紫蘇輝石支山岩の岩脈である。

V.S.l 玄武岩質安山岩岩脈 (Ani)

この岩脈は，落船山の西方の音標川の交流沿岸，活船ノ沢の沿岸，および滝ノ沢の沿岸

lこ集仁 jl している η このほか，フj-i/トツ川の上流で，斑れい岩山を貫ぬいている。

前の 2 行では，盤岩の日高岡群を貫ぬいており，後者では滝ノ沢集 j定を貫ぬいている。

(，-標J11の河岸では， N40'E , ri+船沢では N 10 E，滝ノ沢では N 20c~30" E の走|句をと

っている c
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図版 16 玄武岩質安 iii 岩岩脈 U~通輝イ i紫蘇輝石玄武岩質安山岩〉

x20 +ニコル PI; 斜長イ i 微J)f品

なお，このノ 7向山は， 日高層群の政昨 fif のん牛肉と全く一致している。

蹴虫色のヨ密で斑討 IIと之しい，玄武岩質汚通輝石紫蘇輝石安山岩で、あるつこの岩石を顕

微拭下で観察すればつぎのとおりであるコ

m 品: 科長石、紫庶輝イ i\ 汀通輝正 i

;jFI 長イ i: 工，日形また柱 ;Ik を lA し，累市構造 i之ほとんどみられないコ悔 '(I 類は1. 2 mmx

O.5mm ていとで，緊片惜:也がみられる τ1)1 品は新鮮なものが多く，グロメロ構造もしば

しばみとめられる

石基 J工， in子，{けたの判長石が，やや方向性をもち， ;tf.石類・緑泥イ[・炭酸塩鉱物その

他の不透明鉱物がうめて，インターサータル組織，士しめしている}柏(-木状の科長イ iは

カルスパッド双品や，累市陪浩一が琵達している 輝イ i 類;工科長 :[1 と[，サじように柱状をし

めすものが多い

V.8.2 普通輝石紫蘇輝石安山岩岩脈 (A n2)

この岩 UJfIは，地 l~f< の却で滝ノ沢の下流と 2 弓ノ沢右投中流とに露出している〆前者で

は N-S ，後音では N60 E の iEi (， Jをしめしているへまた，前土，沌ノ沢集 J;~ 岩を貫ぬ

いており，後者は，ブーレザプ熔岩を貰ぬいている

日古川色を呈する主主密堅 rl!な，普通時石紫外、社平日安山吉である 3

この岩石を，顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである
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JXE 晶: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石は半 l) 形ないし短柱状の結晶で，アノレバイト双品をしているものが多い。わず

かに累帯構造がみとめられる。輝石類は半白形または粒状を呈し，紫蘇輝石はほとんど

多色性をしめさない。普通輝石には双品をしているものがある。

石基は，ハイアロピリティック組織を呈しており，少量の微細な短柱状の斜長石や粒

状の輝石類のあいだを褐色のガラスがうめている。このガラスのところには無数のジン

アイ状の鉄鉱が散在している。

VI 第四紀層 bよび何時期火山岩類

この地域の，南部山地や西南部山地および中央部から東部にいたる平坦ーな山地の最上部

を構成している地質系統は，更新世に属し，下部に集塊岩を伴う j自民熔岩である。また，

仁アイド川のと流地域で，同川および同川支流の沿岸に発達している河段丘堆積物，山地，貯

から平坦地にうつる附-;5: 1こ発達している躍錐堆積物も更新世に属する ο

沖積層は，各河川の沿岸に発達しているもので，現河床堆積物がこれに属する。

つぎに，これらの地層について，古いものから説明する c

¥T1.1 ベンケカヨナイ沢集塊岩 (Nag)

この集塊岩は，この地域の北西部の徳吉別川の支流ぺンケカヨナイ沢の中流河岸に発達

している。

すでにのべた，新第三紀中新世に属するプロピライト熔岩の上位に不整合でのっており，

この案塊岩の上位には整合関係で沼日熔岩が発達している c この地域の山地に広く発達し

ている氾日熔岩をもたらした火山活劃の，初期の所産である c

下部には， j手石を多く含んだ黄褐色の角疎凝灰岩が多く，ところによっては，凝灰質砂

岩や火山円棟岩もはさまっている。中部になるにしたがって，凝!夫質集l見岩の部分が多く

なっているハそれは，褐色ないし日白川色の，ひじように相しような普通輝石紫蘇輝石支山

岩の角礁を，褐色ないし黄褐色の凝灰岩によってうめたものである。宍在する凝灰質砂岩

以外は成層しておらず，各岩類は不規則に組合っている σ なお，一[二部では， if1E熔岩と同

質の集塊岩とが互憎しながら， しだいに熔岩だけの部去にうつりかわっているコ

V1. 2 沼岳熔岩 (Nl)

この情岩は，黒岩山(標高 796.2 m) を中心とする西部の平坦な山頂をもっ山地，高広
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図版 17 iiim· 熔岩(苫通輝石紫首長輝石安山岩)

x20 II ニコノレ

Pi; 科長モ 1 H; 紫蘇輝石 A; 普通輝石

山(標高 609m) をふくむ西南部の平坦な山頂をもっ山地， 中央部のシアツシ~ ILl(標高

902m) を中心とする地域から東部の標高 610.2 m にかけての平坦な山頂をもっ山地，およ

びi客船山(標高 525.2 m) を， それぞれ樟成している亡 H古川色を呈する，粗しような岩石

で斜長日の理品が肉眼で観察できる百通博石栄献輝石山安山岩である

この岩石を，顕微鏡下で観察すれば，つぎのようであるこ

出品: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

;f; 'l 長石は，白形ないし半日形を山し，双品がし、ちじるしし、 c 累市構造をわずかにとっ

て L 、る 不規則な結品形をもっ鉄鉱をふくんでいる。紫蘇輝行は， 'I':日形を呈するもの

が多く，多色性をほとんどしめさないご首:通輝討も Jドド 1 形ないし他形のものが多く，淡

緑色 ~Lf~ している

石基;工，ハイアロピリティック組織を IF す〔微細な長柱状の.~~~長行と粒状の輝石類の

あいだセガラスがうめており，ジンアイ状の鉄鉱が散在している

VI.3 段丘堆積 t7j j

段丘 JIt積物は，徳志別川，幌内川，仁子布JIlの沿岸および同川支流の沿岸に発達してお

り，高度により第 1 段丘堆積物と第 2 段丘堆積物とにわけることができる ο
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VI.3.1 第 1 段丘堆積物 (ll)

仁宇布川および同川支流の沿岸には，標高 300m から標高 360m の平坦面が発達してい

て，操層をのせている。乙の平坦面は，沖積面からの比高 10m~15m ていどである。

疎層は，おもに砂，礁からできているが，このほか，粘土の薄届もはさんでいるこ礁は

人頭大以下のもので，上流地域を構成している火山岩類から供給された，輝石安山岩が多

い。このほか，日高層群から供給された黒色粘ほ岩や回砂岩の小さな棟も交えている。

VI.3.2 第 2 段丘堆積物 (l2)

仁宇布川，徳志別川，幌内川の河岸に沿って，いまの河川氾濫原の面より 5m 内外の高

い平坦面が発達していて，そのうえに疎層をのせているっこの平坦面は，これらの河川に

よってできた，河成段丘百である。

喋層は，おもに砂，礁からできているが，粘土の薄層をはさんでいる。しかし，一様に

追跡できるものではないっ疎は，人頭大以下のもので輝石安山岩の礁が多い c

VI.4 崖錐L佐積物 (Td)

仁宇布川の流域で，山地から平坦面に移りかわる附近には，山地から供給された邑錐堆

積物が発達してし}る c おもに，砂，疎，粘土から構成されている。牒の種類は，輝石支tlr

岩が最も多い。

現河川氾濫原の面によって，きられていることから，いちおう，更新世の末閉と考えて

おいたっ

VI.5 現河j未堆積物 (AI)

現河川氾j監原および現河床をつくっているものである c 各河川の流域に発達している，

各岩層の人頭大以下の，円在来および砂からできている，いわゆる河川三礁で、あるつ礁は，輝

石安山岩・プロピライト・凝り〈岩・黒色枯阪岩・回砂岩・理れい岩・輝禄岩などで，それ

ぞれの流域を構成している地質によって，多少のちがいがある。

VII 地史

この地域の地質構成が現在みられるようになった経緯を，いままでにのべたことがらか

ら，簡単に号察する ο

この地域の基性をつくる日高層群は先出皇紀の日高地向斜に堆積した堆積岩である r こ
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れらの地層は白主紀までおこなわれたた日高造山明、に摺 Illl し，近入岩類の近入をうけた。

古第三紀全般を通じて，この地域は陸化しており浸蝕をうけた。新第三紀にはいると，火

山活動がおこなわれ，火山砕屑物や:溶岩jftから構成されている砂金川層をもたらしだっ引

続いて地域は海;去をうけニワプ居をrtf積した。ふたたび陸化して大きな浸蝕作用をうけた

が，信結凝灰岩をもたらすような火山;舌動が始まり，海没をうけ浅海性のオシトツ屈を堆

積したっしだいに火山活劃がはげしくおこなわれ，多くの火山岩類がもたらされた乙l この

火山活動は，第凹紀更新世までつづき，地域の山地のほとんどをおおっているような大量

の溶岩を噴出したっ

その後，更新世末期になると，この地域は同けつ的に隆起し，仁宇布川，倍、志別川およ

び幌内川河岸に発達してし:>るような河成段丘が形成されたコ

沖積世[こは I，:>ると，更新世~{ミ明におこなわれた隆起，di動[こともなって，大きな日:J f{JJJ切に

はいったぺそして各河川にそって， ~L:;監原市[が形成され，現在におよんでいる

VIII 応!Ii 地質

この図幅地域内には，規模の大きな金属鉱床はみられない。北部の吉標川の河岸に，斑

れい岩体中に賦存する小規模な磁琉鉄鉱床が知られているほか，市部の日高層群の発達し

ている地域に， 2， 3 の鉱化帯がみとめられるにすぎない。

これらの拡床と鉱化i貯については， 1956 年~1957 年に，沢俊明・松村[円・五卜!え昭明に

よって調査され，すでに発表されているづここではその概要をのべておく c

VIII.1 音標鉱床

この鉱床は ， fr 標川のと流にあり，白標川を約 18km さかのぼったところにあるョ

j'LI:床附;Iiの地質は， 日高変成品:の黒雲母ホノレンブェノレス， X((~f-1 石ホノレンブェノレス，斑れ

い岩および輝総岩の小岩体から構成されているコ鉱床は磁 i流鉄鉱床で斑れい岩悼の東球部

に庇加されており，ほ岩の斑れい岩は，交代性の理れい岩となっているつ

鉱床 P付近には N 60ー E~E-W ， N60 コ~70CW および N-S~N lODE の勇断市が発達し

ている。

的市[鉄鉱床には 2 つの型がある。その 1 つは，角閃岩をほ岩とするもので，スカノレン鉱

物を伴って磁硫鉄鉱・黄銅鉱がごく少量みられるものである。他の 1 つは，斑れい岩体の

中 lこ賦存する石英一電気石 践硫鉄鉱である。この鉱床は，理れい岩体の中の N60つ~
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音標川河岸にみら

れる露頭関係図

(松村・沢原図)

第 3 図

幅 2m-4m の露708
W 性の勇断帯に庇胎し，

頭が 5 ケ所ある。このほか，小規模なものが，

数箇所に認められる c 鉱床の走向は，それぞれ

の鉱体によってちがっている c しかし，一般走
第 4 図鉱床附近の踏査\~

(松村・沢原図)向は， N60士 ~70° \Vで，傾斜は 50°_70° N で

鉱体の形は， _1:・下盤とも勇断面で境されていて岩脈状を呈しているものが多く，ある

1 部のものは，変質岩の中に小さなレンズ状を呈しているものもある。

鉱体は，石英・電気石・硫化鉱物部，石英・硫化鉱物部，絹雲母・緑泥石・石英・硫化

鉱物部に分けられる。前の 2 者は鉱体の主体をなし，後者は，一般に鉱体の盤際に位置し

ている c なお，硫化鉱物は，磁1流鉄鉱・黄銅鉱・閃亜鉛鉱・方鉛鉱である c

第 1 露頭は， N30ー E, 70ー NW の走向・傾斜を示し，幅1. 5 m，延長 8m である。鉱休

N60"W ,尖減している。第 2 露頭は，の両端は N70"W, 70ー SW の勇断面で切られ，

50ー SW の走向・傾斜をもっ幅1. 4 m，延長 4m が確認され，石英・電気石・硫化鉱物か

らできている。第 3 露頭は N50ー W , 50"NE の走向・傾斜をとる幅 2m の，石英・電気

石・硫化鉱物部と，石英・硫化鉱物部とからなる。第 4 露頭は N60ー W, 55
c
NW の走向・

傾斜をもち，幅 2.5m で，第 3 露頭と雁行し，鉱体の大部分は石英・電気石・硫化鉱物部

からなり，上盤側に絹雲母・緑泥石・石英・硫化鉱物部を伴ってl) る c 第 5U頭の走向は
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E-W で N に 60° 傾斜している。露頭の幅 4m のうち，上盤側 1m は絹雲母・紋泥石・

石英・硫化鉱物部で， 1 部に原岩の構造を残している。

鉱石は，鉱体の部分によってちがい， 2 つの種類がある。その 1 つは，絹雲母. ~:;J~況石・

石英岩の中の此酸l瓦鉱物のなかに硫化鉱物が 6mm~8mm大で斑点状にあるものであるゥ

硫化鉱物は，磁i庇鉄鉱を主とし，閃亜鉛拡・黄銅鉱・方銅鉱を伴う。

他の 1 つの鉱石は，磁琉鉄鉱・石英が主体である。脈石鉱物として電気石・何石・燐氏

石・禄i尼石をふくんでいるつ

なお，おもな鉱石についての分析結束は，つぎのとおりである。

i干標鉱床の分析値(未利用鉄資源調究報告 1969 による)

Ni ICn ! C~， I Fe S iY~， Z~， I 儲支
C%) (%)I(;?b) I げのけの(%) I(ガ) I 間 二今

第 1 露頭 10007j ooll tr l135711430! om! 902( 昭和 31 年度の資料I~'~~'I ~'~~I c.. i ~-'-'I ~ ..~~ ~'-~I ~'~-I

第 3 露頭 tr. :0.0問 0問 21 羽 12 必

ク I 0.005! tr. tr.! 6.00 13.47，昭和 31 年度の資料

第 3~ 第 41nonelnone itr.!22お 1592||i
間川底露頭 I U~U~ iU~U~ IC" I~-'-~I ~~.~~

ク none InoneI tr ・ 12.28 7.13 ,

ク I0.0侃 0叶 tr. 21.64 20 勾 昭和 31 年伽資料

第 4 露頭 |nonelnone(tr i32qm6i l l
ク 0.005', 0.01', tr. 20.65 28 .4 4，昭和 31 年度の資料

第 5 露頭 tr. tr. tr.: 11.75 7.941

ク In…… tr. 28.89 24 何 tr1trl

以 L のべたように，鉱床の規模が小さく，鉱石も低品位であるので，稼行価値に之し

し〉。

VJ1L2 仁宇市地域の鉱化帯

この地方には，かつて金・銀を目的として探鉱した日府，天北両鉱山の旧 Jえがある c こ

の地域には N30 つ~400W と， E-Wtl: の空 j断市が発達していて，粘似岩はこの切断叩に

そって，石墨片岩質岩または了・枚岩質岩にかわっているコこれらのなかの珪質部に，磁]ifi[

鉄鉱がごくわずかに鉱染しているにすぎない。

モノホロナイゴシ沢では，口高層群と新第三紀鮮新世に属する k幌内越層との坑界附;[

に，つよし)禄 i尼石化と it化がみられるが， ME化鉱物の鉱*はみとめられない乙

VIII.3 J-.幌内一落船沢地域の鉱化帯
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ォ ν トツ沢の上流では， 黒雲母ホノレンブェノレスのなかに E-W 性の構造が発達してお

り，それらの中に，微量の石英一黄鉄鉱の条線状の鉱染がみられるにすぎない。

落船沢では，黒色粘板岩(ひじように変成度がひくい草青石ホノレシブヱノレスになってい

るところが多~))のなかに N600W の勇断帯が発達しており， その中心部の]圭質なとこ

ろに，少量の黄鉄鉱が紅、染しているにすぎないっ
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Resume

TheNiupusheetcoversanarealayingbetween44ー30'and44ー40'

N. , la t., and142ー30'and142ー45'E.long. , whichincludesthegreen tu 百

areaofthenorth-easternHokkaidδ. ThefieldsurveybeganinAugust

1957andcametoendNovember1958. Thisexplanatorytextisbased

uponthefild-warkanddealtbriefly 、;v ith thestratigraphyandapplied

geologyofthisdistrict.

BasementComplex

Thebasementcomplexinthismappedarea, arecomposedoffolded

Pre-Cretaceous sediments, metamorphic rocks and variousplutonics

intrusedinsedimentssuchasDiabase, Gabbro, Granite, Porphiriteand

Aplite.

ThePre-Cretaceoussediments, so-calledHidakagroupiscomposed

dominantlyofalteredblackslateandgrewacke. Itshowsseversfolds

andfault. Thedetailsofitsstratigraphyandstructurearenoteasy

tounderstand. Themetamorphicrocksexposedatsourrundinggabbro

.andgranitemass, theserocksarebelongtobiotitehornfelsandcordieｭ

ritehornfels.
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Theintrusiverocksaredividedintodykerocksandplutonicrocks.

ThedykerocksasDiabaseandPorphyriteareintrusivedintometamorｭ

phicrocksorsedimentaryrocksalongsheredzone.

TheGabbrowhichisintrusiveinto the metamorphicrocksarea

exposedin the northern and south-easternpartsof this area, and

formsofthelargeintrusivebody.

TheGraniteoftheareaformsasmallmasswhichstretchesin

north--southdirection. Theexposuresofgraniticaplitesisseenin

theuppercoursoftheOshitotsu river, theypenetrateintothegabbro

bodyasnarrowdyke.

NeogeneTertiary

TheShyakingawaFormationcomprisessuchmemberasOrobirikai

tu 任 member(Mt) andpropylitelava(Pr)inascendingorder. Of them,

theOrobirikaituffmemberasthelowestmemberintheShyakingawa

formation being distributed at south-eastern part of this sheet, is

characterized by tu 百 breccia andagglomerateofpyroxeneandesitic

nature. ThepropylitelavaaredevelopedatuppercourseofTokushiｭ

betsuriverandsouth-easternofthismapped area, whichispyroxene

andesitealteredto propylite, greenish grey in colour. The Niupu

formationistypicallyexposedonlyinasmallareaalonguppercoures

ofNiupuriverincentralpartofthissheet. Thisformationiscomｭ

posedoftufaceous sandstone, mudston and conglomerate, which is

occassionallyfossiliferous.

Fossils:

An αdα ra sp.

Mactraezodensata(KUBOTA)

Veneru ρis sp.

助la cuneijormisBOHM

Theprecisegeologicalageofthemisatpresentunknown, butfrom

lithiccharacterandfossilcontents, itmaybeupperMiocene.

TheOshitotsuformationisdevelopedatnorth-westernpartand

southernareaofthissheet. Thisformationliesunconfomrablyonthe

precedingformationsandbasementcomplex; itismadeupofsuch

membersasweldedtu 百 and Kamihoronaigoshisandstone-conglomerate
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member. Ofthese members, thewelded tu 百 is pyroxeneandesitic

nature, darkgreyincoloured. TheKamihoronaigoshisandstone-conｭ

glomeratememberisconsistsoftwopart, thelowerischaracterized

bytufaceous sandstone, intercalated with thin tufaceousshale and

lignitebed, whiletheupperismainlyconsistinginconglomerateblack

incolour.

Fromthelithiccharar- ter, itmayprobablybelaterPliocene.

It shouldbementioned inthisjuncturethattherearevarious

kindsofvolcanicrocksoflaterPlioceneageoccuringaslavasand

dykes; Kamihoronailava(HI) , Penkeoshianlava(01) , Fureppnlava

(SU , Takinosawaagglomerate (Sag) , basalticandesitedyke(AnI) and

augitehyperstheneandesitedyke(An2).

Quarternary

ThesedimentsandvolcanicrocksofQuarternaryareclassi 白ed to

Numadakevolcanics, Terracedeposits, TalusdepositsandRiverdeposits

onRecentinascendingorder.

The Numadake volcanicsisdividedtoPenkekayonaizawa aggloｭ

merate(Nag)andNumadakelava(NI). Theformerisexposurein

lowercoursofPenkekayonai swamp at north-western partof this

mappedarea; itisconsitschieflyoftufaceousagglomerate, whichis

augitehyperstheneandesiticnature. TheNumadakelavaisdεveloped

inmountaineousregionofwestern, centralandeasternpartsonthis

sheet. Itisporphyriticaugitehyperstheneandesite.

TheTerracedepositsisdivisibleintomaintwo groups, 1stand

2ndrespectively , allwithgraveldepositsinvariable thickness, probably

derivedfromthehighmountaineousregion.

TheTalusdeposits arefoundinareaswhich transitionalparts

fromhighmountaineousregiontoplateau.

MineralResources

Themineral resourcefoundinthisareaisonlythecupriferous

ironsulphidedeposit. Thisdepositfoundinafew localities, allof

themdeveloped in thegabbro body, howeverare not ineconomic

importance, owingitssmallscale.
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